シェイン
キャリア・アンカー
　個人が選択を迫られたときに、その人が最も放棄したがらない欲求、価値観、能力。

　その個人の自己像の中心を示すもの。
　組織と個人との関連に重点をおいた概念

「欲求と動因の組み合わせが、効果的なキャリア・アンカーとしての役割を果たす。

個人のキャリアは、部分的には仕事の種類や組織の規範に係留(アンカー)されているとともに、自分が満足させたい欲求や動機によってもまたアンカーされている」
